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ロシア南東部のテク

トニクス

A.亙.Kh狐｡h双k1〕(訳:佐藤興平2))

極東ロシアの南部はいくつかの地質区に分けられ

る(第1図参照).シベリア剛塊は最も内陸側に位

置し,その南側にブレヤｰハンカ超テレｰン(注1)

が,これらの太平洋側にはオホｰツク･シホテアリ

ン･サハリンなどの付加システムが分布する.これ

らの地質区にはそれぞれに特徴的な鉱床が見られ

る.

シベリア剛塊

シベリア剛塊は,始生代および原生代の変成岩の

基盤とこれを被ラリｰフェン(Riphean)(注2)一顕生

代の地層から成る.シベリア剛塊の南東縁には,ジ

ュラ紀一白亜紀の沈み込みに伴う火山岩帯と中生代

のプレｰト内火成活動で形成された超苦鉄質一苦鉄

質貫入岩類が分布し,白金族や金の鉱化が知られて

いる(Kondyorなど).

ブレヤｰハンカ超テレｰン

ブレヤｰハンカ超テレｰンは,先カンブリア紀の

大陸縁活動帯,前期古生代の付加体からなる地帯お

よび古アジア海の活動に関係した大陸縁地帯から成

る.

この地質区の南都は,以下の3地帯に分けられ

る.

1)Spassk付加帯1前期古生代のタｰビダイトと

メランジュからなり,層状チャｰトおよび前期カン

ブリア紀のオフィオライトや石灰岩を含む.

2)Voznesenka陸弧帯:酸性火山岩を挟む前期カ

ンブリア紀の砕屑性推積物および炭酸塩岩からな

る.前期オルドビス紀の花樹岩類が貫入し,これに

伴って石灰岩中に大きなスカルン型蛍石鉱床が形成
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されている.

3)Sergeevka陸弧帯:後期カンブリア紀の片麻状

斑れい岩と閃緑岩および前期オルドビス紀の花闇岩

類からなる(注3).この地帯の貫入岩類は角閃岩･

ガルシファイヤｰ(注4)および雲母質結晶片岩の捕

獲岩を含む.

この地質区の北部は,まだ充分に研究されていな

いが,ブレヤ複合帯が識別される.原生代の片麻岩

や角閃岩や石灰岩および後期原生代の結晶片岩や前

期カンブリア紀の石灰岩･チャｰト･オフィオライ

トだとが露出し,前期オルドビス紀の衝突型花嵩岩

類(注5)が貫入する.ハバロフスク地方の先カ1/ブ

リア系には,鉄･マソガソ･リンに富む珪質堆積物

が知られている(南ヒソガン型鉱床).ブレヤ複合帯

はおそらく先カンブリア紀の微少陸塊とその間にあ

る付加体からなるのであろう.これらが融合して一

体となる変動は,オルドビス紀に始まり,後期シル

ル紀に広い範囲に衝突型花嵩岩類が貫入して終了し

たとみられる.

こうした変動の後,デポソ紀一前期石灰紀には,

張力場で流紋岩類の卓越したバイモｰダルな火山活

動が生じ,プリモｰリエ地方ではU-Mo石英脈が

形成された.REE鉱床もデポソ紀の花嵐岩類に関

係している.

二畳紀には,ブレヤｰハンカ超テレｰンは日本海

型の背弧海盆の一部となった.中朝地塊の近くに形

成されたしaoe1in-Grodekovo火山帯には,ダイナ

イトｰクリノパイロキシナイト岩体に伴う白金族鉱

床と火山岩に伴う合金石英脈が知られている.

二畳紀末までに,ブレヤｰハンカ超テレｰンは中

朝地塊に付加して北中国一アムｰル陸塊となり,三

畳紀からジュラ紀の間に赤道付近から現在の位置ま

で移動してきた.そして更に,ジュラ紀後期から前

キｰワｰド:ロシア,ブレヤ(Burea),ハンカ(Khanka),シホ

テアリン(S工㎞ote･Alin),サハリン(Sakhalin),

テクトニクス,付加体,火成椿動,鉱床�
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第1図ロシア極東およびその周辺地域の地帯構造.

既存地質区に重複して形成された地質体

1.新世代一中生代一古生代堆積岩類

2.鮮新世プレｰト内玄武岩

3.中新世一始新世バイモｰダル火山岩類(主に玄武岩)

4.白亜紀の沈み込みに伴う火成岩類

5.ジュラ紀の沈み込みに伴う火成岩類

6.二畳紀の背弧リフトに関係した火山岩類

7.前期石灰紀一デポソ紀バイモｰダル火山岩類(主に

流紋岩)

テレｰン

〈陸縁〉

8.ブレヤ複合区:前期古生代一原生代の堆積岩･変成

岩類

〈陸弧〉

9.Voznesenka:カンブリア紀初期の堆積岩類と珪長

質火山岩類

10.Sergeevka:前期オルドビス紀の花嵐岩と後期カ

ンブリア紀の斑れい岩･閃緑岩･斜長石花嵐岩お

よグ変成岩類

<付加体と沈み込み帯〉

()内は付カロの時代,[コ内は海洋底起源の岩石の年代

11.Nabi1(古第三紀一後期白亜紀):[後期白亜紀一ジュ

ラ紀コ

12.Aniva(後一中期自亜紀):[ジュラ紀一二畳紀コ

13.LowerAmurian(中期自亜紀):[前期白亜紀一ジュ

ラ紀コ

14.Taukha(Neokomian):[ジュラ紀一後期デポソ赤己コ

15.Samarkaなど(Be㎞asian一中期ジュラ紀):[三畳

紀一後期デボン紀コ

16.Dzhagd炉Kerby(ジュラ紀):[三畳紀一デボン紀コ

(次真下へ続く)
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期白亜紀にはシベリア剛塊と衝突した.

オホｰツク･システム

オホｰツク付加システムは,シベリア剛塊の南側

にこれを取り巻くように分布する.これはデボン紀

以前のGa1am帯とジュラ紀のDzhagda-Kerbyおよ

びU1ban帯に分けられる.前老には鉄やマンガン

の鉱床を伴うチャｰトやリン鉱床を伴う石灰岩など

カンブリア紀の海洋底堆積物が含まれる.後者はシ

ベリア剛塊の縁に分布するジュラ紀の火山弧に対応

する.

ブレヤ地塊とシベリア剛塊の間には,ジュラ紀の

付加体がジュラ紀一白亜紀の衝突型変成作用を受け

た時に生成したとみられる金鉱床およびそれらに由

来する砂金鉱床が多数分布する.

シホテアリン｡システム

シホテアリン地域の付加体はジュラ紀のSamar-

ka帯と前期白亜紀のTaukha帯に分けられる.

1)Samarka帯:Ca11ovian-Berriasian(注6)のタ

ｰビダイトと以下のa-fの黒地性岩塊を含むメラン

ジュからなる.黒地性岩塊は,a)後期デボン紀一前

期二畳紀のチャｰトおよび前期石灰紀一前期二畳紀

の石灰岩に被われるオフィオライト,b)玄武岩と

これを被う後期二畳紀の層状チャｰト,C)三畳紀の

層状チャｰト(一部玄武岩を伴う),d)前一中期ジュ

ラ紀の珪質泥岩,e)いろいろな大陸縁の岩石(主に

三畳紀砂岩),f)付加体深部で形成された緑色片岩.

この帯の東都は,黒地性岩塊の一様性すなわち石

灰岩を挟む中一後期三畳紀のチャｰトからなるとい

う点で特徴づけられる.また,このジュラ紀付加体

は,前期白亜紀の砕屑性堆積物(Va1anginian後期,

一部Ban･emian,AptianおよびA1bian)で不整合に

被われる.

2)Taukha帯:Neocomian(注7)のタｰビダイト

とメランジュからなる.大きな黒地性岩塊の特徴か

ら,この地帯には以下のa-c3つの単元が識別され

る.a)西帯:後期ジュラ紀の玄部岩およびチャｰト

がBe耐iasian-Va1anginianのタｰビダイトに移化.

b)中帯:三畳紀の層状チャｰト,ジュラ紀の珪質

泥岩,およびBerriasian-Va1anginianのタｰビダイ

トと礫岩からなる地層が,衝上断層で3-5回繰り

返し積み重なる地帯.C)東帯:下位から上位へ礫岩,

Berriasian-Va1anginianのタｰビダイト,および海

溝斜面の海底谷堆積物からなる.

Taulkha帯の三畳紀メラノジュには,上記のほか

黒地性岩塊として以下のようなものが含まれる.後

期デポ1/紀一三畳紀の石灰岩を伴う海山の破片,二

畳紀の層状チャｰト,中一後期三畳紀の陸棚砂岩,

および後期ジュラ紀の層状チャｰト.

前期白亜紀のタｰビダイト堆積盆であるZhurav-

1evka帯は,主にBerriasia阯Barremian,一部Apt←

an-A1bianの陸棚斜面堆積物からなり,左横ずれ断

層の活動期に形成された.

Aptia阯A1bianの島弧帯であるKema帯は,グレ

イワッケタｰビダイト･玄武岩･安山岩･流紋岩お

よびそれらの凝灰岩類からなる.

これらの地帯は前期白亜紀末に,Tan-Lu左ずれ

断層系に沿って大陸縁が大洋側に移動する事により

衝突した(注8).ジュラ紀の付加体に貫入した衝突

型花闇岩類は,海山の二畳紀石灰岩中にタングステ

ン･スカルン鉱床を,またタｰビダイト層やチャｰ

ト中に錫一夕ノクステン･グライゼンを形成した.前

期自亜紀のタｰビダイト堆積盆地帯に貫入した衝突

(前頁第1図より続く)

17.Ch㎝gjin(後期二畳紀):[後期古生代コ

18.Ga1am(中一前期古生代):[前期カンブリア紀コ

19.Spassk(前期古生代):[前期カノブリア紀コ

〈島弧〉

20.Terpeniya(前期自亜紀一ジュラ紀)

21.Kema(中期白亜紀)

22.Laoe1in･Grodekov(二畳紀)

〈夕一ビダイト堆積盆〉

23.西サハリン(後期自亜紀)

24.Zhurav1evka(前期自亜紀)

25.U1ban(ジュラ兼己)

剛塊(クラトン)

26.シベリア(北)および中朝地塊(南)

その他

27一付加後の地質境界および断層

28.テレｰン境界の断層

29.テレｰン境界の衝上断層
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型化嵩岩類は,錫一タングステン･グライゼン鉱床

を彬成した.

後期白亜紀の沈みに関係した東シホテアリン火山

岩類は,シホテアリン地域だけでなくブレヤｰハン

カ超テレｰンにもまたがって分布する.この活動

は,火山岩類とその下位のジュラ紀付加体中に(ハ

バロフスク地方のKomsomo1sk鉱床など),また

Neocomian付加体や前期白亜紀堆積盆の地層に(プ

リモｰリエ地方のKa∀a1erovo鉱床群だと)錫石一珪

酸塩一硫化物鉱脈をもたらした.東シホテアリンの

花嵩岩類は,Neocomianの付加体に含まれる三畳

紀の石灰岩中に鉛･亜鉛･ホウ素のスカルン鉱床を

もたらした(注9).沈み込み活動後に日本海岸に生

じた火山および深成岩活動には,金一銀鉱床を伴う.

また,プリモｰリエ地方南部のハンカ地塊の縁に

は,後期白亜紀の花開岩類や破砕帯に関係した合金

石英脈が多数見られる.

サハリン･システム

サハリン･システム(注10)は,後期白亜紀のタ

ｰビダイト堆積盆の堆積物および後期白亜紀一暁新

世の付加体からなる.後者には三畳紀一白亜紀の海

洋地殻の破片が含まれる.この付加体は東シホテア

リンの火山岩帯に対応する沈み込み帯で形成され

た1サハリン島の東縁には,後期白亜紀の島弧帯が

認められる.サハリン区とアジア大陸は始新世の後

期に衝突した.この時に形成されたラゾ閃石片岩や

緑色片岩には金が含まれる.

第三紀の末には,アジア大陸の東縁は張力場にお

かれ,縁海が形成されプレｰト内火山活動が生じ

た.
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[訳者注]

訳出にあたっては原文の構成を一部変更した.

注1)Bure外Kh㎝kasuperterrane.先カンブリア紀一古

生代のいくつかの大陸縁造山帯が識別されるので,Su-

perte耐aneとしたのであろう.Terraneに対する適当

た日本語が見あたらないので,ここは超テレｰンとし

た.

注2)Riphe㎜とは,回シア台地の結晶質基盤にのる19一

'6億年位前の先カンブリア系で,ほとんど変成されてい

ない地層あるいはこれに対比されるものを指す目シア

の用語.

注3)Sergee∀ka帯の貫入岩類については,U-Pb法や

Ar-Ar法による放射年代が得られているという.しか

し原文には年代値が示されていない.

注4)Calciphyre.CaやMgの珪酸塩鉱物が目立つ再結

晶した石灰岩.わが国では使われない用語.

注5)原文はCo11ision蚊anite.花崩岩類形成のテクト

ニックな背景を,大陸などの衝突に起因するものをCOl-

1ision-reIated,海洋プレｰトの沈み込みに起因するもの

をsubduction-re1atedなどと分類することがある.ここ

で衝突型と訳した前老の場合,地殻深部の堆積岩類が

溶けてSタイプ的花嵩岩類ができやすいとされる1し

かし,原文には認定基準が示されていないので,実際

にどの様な岩石が露出するのかは不明である.訳老が

昨年ヒソガソ(Khingan)で観察した古生代の花崩岩類

は,きわめて低い帯磁率を示す黒雲母花嵐岩であった

が,Sタイプに特徴的なA1に富む鉱物は認められなか

った.

注6)Ca11ovi狐は159-152Ma,Be㎞asianは135-128

Ma.中生界の細分(階)とその年代については,例えば

IUGSの層序対比表を参照されたい.

注7)Neoco㎜ian.Be㎞asiaエ1階一Barre㎜i㎝階(135-114

��

注8)原文の意味不明｡Natalin(1993)を参照すると,大

陸縁辺部が北北東方向へ移動したと考えているらしい.

注9)これらの鉱床については,佐藤ほか(1993):地質

ニュｰス,no.468,16-26p.を参照されたい.

注10)原文のSystemはそのままシステムとした.
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